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研究目的 

 糖尿病性合併症の実態を把握し、その発症・進展に
関連する因子を同定することが研究目的である。 
 具体的には、1) 日本における糖尿病患者の合併症
の実態調査、2)糖尿病管理・治療の合併症抑制への
効果判定、3)糖尿病治療ガイドラインへの提言を目的
としている。 

期待される成果・今後の展望、社会に与える影響等 
 全国の糖尿病患者6,000人以上を対象とした前向き
の観察研究は、世界的にみても、とても稀である。 

 糖尿病性合併症の発症と進展に及ぼす危険因子を
明らかにするために、今後も高い追跡率（90％以上）

を維持し、日本糖尿病学会が中心となり、日本腎臓学
会、日本糖尿病眼学会、日本歯周病学会と協力して、
長期にわたり研究を続ける。そして、糖尿病性合併症
の予防のために必要な糖尿病のトータルケアを再検
討する。 
 

 これらの研究結果を糖尿病診療ガイドラインへ反映
させることによって、わが国の糖尿病患者さんの生活
の質の向上と健康寿命の延長に寄与することができ
る。 

研究成果 
（対象と方法） 
     対象は、全国の大学病院、基幹病院および診療所、
計444施設に通院中の40歳～75歳未満の1型および 
2型糖尿病患者6,398名で、登録期間は2007年6月～
2009年11月。登録時には患者基本情報を、その後 
毎年1回、追跡情報（身体・検査所見、合併症・糖尿病
治療情報など）の報告を主治医に依頼した。 

 イベント発生に関する評価は、腎症、網膜症、神経
障害、大血管障害（心筋梗塞・狭心症・脳卒中、下肢
切断術など）、悪性腫瘍の発生、歯周病、死亡。 
（研究結果） 
 試験開始時点の患者背景は、2型糖尿病93.4％、 
男性59.0％、年齢60.8歳、糖尿病罹病期間10.8年、
BMI 25、血圧130/75mmHg、LDL-C 112mg/dl、HbA1c 
（JDS値）7.1％、網膜症なし65％、腎症Ⅰ期61％。 
 治療内容は、食事療法のみ約10％、経口薬は62％
（SU薬、ビグアナイド薬、αGI薬など）、インスリン治療
は28％を占めた。 
 これら対象の80.5％に当たる5,063人について1年後
の追跡を終了し、登録時および追跡1年後のデータを
比較したところ、BMI、血圧、脂質、血糖関連指標は

ほぼ同等であった。合併症予防のための目標値であ
るHbA1c(JDS値)6.5％未満に到達していたのは、約3
割にとどまった。この間、大血管障害のイベントは102
件発生し、冠動脈疾患が58％を占めた。死亡は20名
で、死因は悪性腫瘍、心血管イベントの順であった。 


